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これまでの心理学研究で繰り返し示されてきたのは，

人間は合理的ではない
ということ

どういうときにどのような非合理な心理や行動を示すの
かを明らかにし，それをふまえた上で，社会の安定を目指
すには何をどうすればよいかを考える（ための知見を提供
する）のが，私のような社会心理学者の仕事



人は「見える」ものを
「見たい」ようにしか見ない

そのため「見える」ものの「見え方」は
人によって異なる

つまり，自分に「見えた」ものと他者に
「見えた」ものは，たとえ「見た」ものが
同じだったとしても異なる

これが「社会的現実」
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https://tuushin.jp/problem/problem-kyouiku/post_77.html



社会的現実

私たちが「現実」だと認識しているもの

 「見たいように」見ているもの

事実とは異なり，唯一不変ではない

色眼鏡を通して見える「現実」は事実とは異
なり，また，単に事実と異なるだけではなく，
その異なり方は人/状況により多様である

その色眼鏡が「認知バイアス」
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認知バイアス

 人間は，論理的に正しいとわかっていることで

も，常にそれを汲んで理性的に行動するとは限

らない

 楽観性バイアス，正常性バイアス，精緻化見込みモデ

ル，ヒューリスティック，認知的不協和…

 様々な認知バイアスがあるが，その程度には

個人差があり，状況の影響も強く受ける．

ただし，基本的には「考えたいように」考える

 好きなものを好きなだけ食べられれば幸せ!
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https://www.jumonji-u.ac.jp/sscs/ikeda/cognitive_bias/

https://www.jumonji-u.ac.jp/sscs/ikeda/cognitive_bias/
https://bookclub.kodansha.co.jp/product?item=0000348086
https://www.chikumashobo.co.jp/product/9784480074089/
https://www.jumonji-u.ac.jp/sscs/ikeda/cognitive_bias/


インターネットでは…

 インターネット（特にSNS）は，現実社会と比べて
圧倒的に「見える」ものをコントロールすること
ができる，つまり「見たい」ものだけが「見える」
世界（エコーチェンバー）

 極端な偏食が可能

 「見える/見えない」ものすら個人によって
カスタマイズされ，さらに認知バイアスがそこに
乗っかる

 分散が大きくなり，分布が
なだらかになる（平均付近の
数が減り「極端」な人が増える）
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https://ameblo.jp/sjk85/entry-12218590659.html



インターネットでは…

極端な「真実」がいくらでも発見でき，
「見たい」と思えばそればかり見ていら
れる

極端なものは極端な反応を受ける

陰謀論だと決めつけられるようなものこそ
強烈に信奉されることもある

 陰謀論信奉者の治療には個別の状況を詳細に把握す
る必要があるので難しい（専門の「医師」が必要）

 「お気持ち」が拡散
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認知バイアスをなくそう!?

 人間に進化的に備わってきた機能であり，生き延びる

ために必要なものでもある．つまり，認知バイアスは

「ゼロにする（できる/すべき）」ものではない

 人間がどうにかできるものではないので，自覚と心が

け＋発生してから（それが悪い影響を持つものだと気

づいた時点で）「なんとかする」よう試みるしかない

 かといって，すべてをセルフコントロール（と集団によ

る圧力）に委ねるのでは某政府の自粛要請と同じなの

で，メディアの積極的な取り組みにも期待したい
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情報的健康を維持するために

 現代はもはや（だいぶ前から）情報飢餓社会で
はないので，何でもいいから腹一杯食べること
が重要だった頃とは違う

 人々に好きなように飲食させていると偏食や
ドカ食いによる不健康児が量産されてしまう
（現状，かなりされている）

 メディアは，学校給食―知らず知らずのうちに，

バランスの取れた，しかもまあまあおいしい食
事ができるシステム―を人々に提供することを
考えて欲しい
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